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古
來
滿
洲
の
地
に
部
族
生
活
を
続
け
た
通
古
斯
族
は
歴
堂
民
族
的
統
合
を
成
就
し
て
弧
國
を
建
設
し
た
。
高
句
麗
・
渤

海
・
金
・
清
等
の
諸
國
が
そ
れ
で
あ
る
。
部
族
生
活
を
管
む
彼
等
の
民
族
的
統
合
は
、
此
彩
迩
槻
す
る
に
も
常
に
一
部
族

の
他
部
族
制
覇
を
以
て
逹
成
せ
ら
れ
て
居
る
。
從
っ
て
此
等
通
古
斯
族
系
諾
國
家
の
勃
興
に
對
す
る
研
究
は
、
國
家
建
設

の
主
慨
を
な
し
た
部
族
の
他
部
族
統
合
の
嵐
相
把
握
を
中
心
さ
し
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
稲
は
か
か
る
民
族

統
合
の
問
題
を
鐡
さ
の
關
係
に
於
い
て
眺
め
ん
ご
し
た
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

肢
近
の
我
が
東
洋
史
畢
界
に
於
け
る
肺
會
經
濟
史
方
面
の
群
し
い
發
逹
は
、
滿
洲
史
の
部
門
に
於
い
て
も
顯
苓
に
現
れ
、

迩
古
斯
族
の
鴎
族
的
統
合
、
即
ち
一
部
族
の
他
部
族
統
合
を
肺
會
經
濟
的
槻
鮎
よ
り
究
明
せ
ん
ご
す
る
暹
し
き
努
力
が
携

み
な
く
価
到
せ
ら
れ
、
綾
糞
さ
し
て
輝
か
し
き
成
果
を
收
め
つ
Ｎ
あ
る
。
蕊
界
の
精
鋭
を
多
数
擁
有
せ
る
我
が
沌
洲
史
の

研
究
陣
醤
と
し
て
至
極
く
倣
然
な
り
ご
は
云
へ
、
正
に
旺
ん
な
り
芒
云
ふ
可
さ
で
あ
る
。
滿
洲
史
の
研
究
が
古
豪
進
鋭
を

渤
海
・
金
の
延
幽
と
敦
化
地
方
の
薩
鐡
七
五

渤
海
。
金
の
建
國
と
敦
化
地
方
の
産
鐵
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憲
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簿
套
墾
）
里
韓
座
中
今
分
屋
弐
I-'

鴬
鮴
e陸
顎
釦
童
室
』
狸
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招
慰
せ
し
め
、
詐
榮
も
亦
此
に
應
じ
て
子
の
大
門
藝
を
唐
室
に
入
侍
せ
し
め
、
こ
こ
に
雨
國
の
和
親
が
成
立
し
た
ｂ
次
い

で
玄
宗
の
先
天
二
年
（
即
ち
開
元
元
年
’
七
一
三
）
、
詐
榮
を
渤
海
郡
王
に
封
じ
、
此
よ
り
國
名
を
渤
海
ピ
號
す
る
こ
さ
ご

な
っ
た
。
開
元
七
年
（
七
一
九
）
℃
高
王
詐
榮
死
し
、
嫡
子
の
武
王
武
謎
一
が
唐
の
封
冊
を
受
け
て
渤
海
郡
王
ご
な
り
、
仁
安

琶
建
元
し
だ
。
武
王
は
盛
に
土
宇
を
炭
め
、
東
北
の
諸
部
族
を
從
へ
、
束
は
露
恢
沿
海
州
の
地
を
收
め
て
使
を
我
が
國
に

通
じ
、
依
蘭
以
東
の
松
花
江
流
域
よ
り
型
龍
江
流
域
に
任
せ
る
勁
族
黒
水
難
蝿
を
風
際
し
、
更
に
此
の
黒
水
秣
蝿
を
援
け

ん
ざ
し
た
唐
に
對
し
て
も
海
路
よ
り
山
東
に
攻
耀
を
加
へ
た
．
か
く
て
仁
安
十
八
年
（
唐
の
囲
兀
一
千
五
年
’
七
三
七
）

武
王
が
震
し
た
時
の
渤
海
の
領
土
は
殆
ん
ざ
束
滿
洲
の
要
地
を
蔽
う
て
居
た
。
武
王
に
胴
い
で
立
っ
た
の
は
丈
王
大
欽
茂

で
、
年
號
を
大
興
さ
濡
し
た
。
丈
王
は
前
一
宝
の
武
力
的
領
土
的
發
展
の
後
を
承
け
て
、
意
を
専
ら
内
治
の
振
興
に
注
い

だ
。
か
く
て
三
代
の
間
に
渤
海
の
國
迩
は
隆
友
さ
し
て
興
り
、
唐
で
も
そ
の
蛮
力
を
認
め
、
賓
應
元
年
（
六
二
）
、
欽
茂
を

渤
海
郡
王
よ
り
渤
海
國
王
に
升
封
し
た
。
女
王
欽
茂
は
在
位
五
十
七
年
に
及
び
卿
府
の
貞
元
十
年
（
七
九
四
）
に
段
し
た
。

高
・
武
・
女
王
の
三
代
は
正
に
渤
海
の
建
國
興
薩
時
代
で
あ
る
。
欽
茂
の
死
後
は
一
時
國
勢
の
沈
滞
を
來
し
た
が
、
第
十

代
の
宣
王
大
仁
秀
が
立
つ
ぜ
、
外
は
弧
族
聖
永
妹
靭
を
服
脇
せ
し
め
、
内
は
五
京
十
五
府
の
制
を
定
め
て
内
政
を
盤
へ
、

中
興
の
大
業
を
成
就
し
た
。
か
く
て
渤
海
は
海
束
の
盛
國
ご
謡
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
五
京
ご
は
、
上
界
詑
泉
府

（
今
の
東
京
城
）
、
中
京
顯
徳
府
（
今
の
敦
化
附
近
）
、
塞
鼎
龍
原
府
（
今
の
琿
春
縣
牛
拉
城
子
）
、
南
京
南
海
府
へ
今
の

成
鏡
道
）
画
西
京
鴨
溌
府
（
今
の
臨
江
）
を
云
ふ
．
渤
海
図
の
首
都
墜
尚
王
大
詐
榮
の
震
國
時
代
以
來
顯
徳
府
の
地
に
置

か
れ
、
（
但
し
顯
徳
府
名
の
定
め
ら
れ
た
時
は
不
明
）
、
文
王
欽
茂
の
時
（
膳
の
天
笠
の
末
’
七
五
五
唖
）
．
瀧
泉
府
に
移
さ

渤
海
・
金
の
姓
幽
と
教
化
地
方
の
産
蛾
七
七
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龍
原
。
．
南
海
・
鴨
様
の
五
府
は
已
述
の
如
く
京
制
の
施
か
れ
て
ゐ
た
所
で
あ
る
）
に
分
屈
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
顯
徳
府

の
暁
州
を
も
新
唐
誉
毒
狸
渤
海
博
に
就
い
て
桧
す
る
に
、
虚
・
顯
・
鐡
・
湯
・
榮
・
輿
の
一
ハ
州
で
あ
っ
た
。
州
下
の
縣
名

に
就
い
て
は
一
も
所
傳
が
な
い
。
然
し
幸
に
も
右
六
州
中
の
腹
・
織
・
湯
・
興
四
州
の
縣
名
が
遼
史
嗜
二
地
理
志
・
東
京

道
の
夫
糞
同
名
の
州
下
に
仰
載
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
左
に
抄
記
す
る
。

Ｉ
盧
州
山
陽
・
杉
虚
・
漢
陽
。
向
巌
。
祁
巌
の
五
縣

。
Ｏ

Ⅱ
鐵
州
位
城
・
河
端
・
若
山
・
龍
珍
の
四
縣

且
湯
州
霊
峰
・
常
豊
・
白
石
・
均
谷
・
嘉
利
の
五
縣

Ⅲ
興
州
盛
吉
・
蒜
山
・
鐡
山
の
三
縣

顯
・
榮
二
州
の
縣
名
は
体
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
新
店
杏
の
渤
海
僻
に
は
奥
に
渤
海
國
内
に
於
け
る
著
名
の
物
産
を
禍
げ

て
居
り
、
そ
の
品
名
ざ
産
地
Ｅ
は
全
部
で
左
の
如
く
で
あ
る
。

１
太
白
山
の
菟
２
南
海
の
昆
布
！
３
柵
城
の
鼓

４
扶
餘
の
鹿
，
５
鄭
頽
の
家
６
奉
煮
の
馬

７
頴
州
の
布
８
沃
州
の
錦
９
詑
州
の
紬

。
０
０
Ｏ

幻
位
城
の
鐵
ｕ
虚
城
の
稻
吃
媚
佗
湖
の
卿

右
の
中
、
鐡
の
産
出
を
以
て
知
ら
れ
た
位
城
は
、
先
描
縣
名
表
に
よ
っ
て
織
州
の
郭
下
縣
な
る
こ
さ
が
知
ら
れ
る
。
即

ち
顯
徳
府
管
下
の
鐡
州
（
位
城
縣
）
は
繊
産
地
さ
し
て
渤
海
第
一
の
名
を
得
て
ゐ
た
の
で
あ
る
．
渤
海
の
五
京
十
五
府
六

渤
海
・
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
鐡
七
九

〃
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渤
海
・
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
鐡
八
○

註
二

十
二
州
の
制
が
整
っ
た
の
は
、
大
槌
宣
王
仁
秀
の
時
代
で
あ
ら
う
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
ど
並
べ
害
せ
ら
れ
て
ゐ
る

上
掲
名
産
物
も
大
艘
此
の
全
盛
時
代
前
後
の
状
態
を
僻
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
少
く
こ
も
、
そ
こ
に
學
げ
ら
れ
て
ゐ
る
府

州
縣
名
よ
り
推
し
て
、
府
州
縣
制
が
相
常
整
っ
て
来
た
時
代
の
も
の
ご
想
は
れ
る
。
布
・
錦
。
紬
等
の
工
蕊
品
を
名
産
ご

し
て
ゐ
る
こ
ど
も
、
己
に
渤
海
が
建
國
以
来
相
徴
の
歳
月
を
經
た
後
の
状
態
で
あ
る
こ
ざ
を
窺
ふ
に
足
る
。
大
渤
海
の
盛

時
に
繊
を
産
し
に
地
は
必
ず
し
も
一
州
に
限
ら
れ
て
居
た
わ
け
で
は
無
く
、
他
に
も
産
地
が
あ
っ
た
に
相
逹
あ
る
ま
い
が
、

然
も
只
位
城
の
鐡
の
み
が
名
産
さ
し
て
梁
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
沿
革
古
く
、
叉
渤
海
人
の
生
活
に
大
き
な
意
義
を

有
し
て
ゐ
に
爲
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鐡
州
の
名
も
そ
の
産
鐡
に
因
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
果
し
て

然
り
ど
す
れ
ば
℃
此
の
地
の
産
繊
は
渤
海
の
州
制
施
行
前
よ
り
相
當
盛
況
で
あ
っ
た
も
の
ど
見
な
け
伽
ぱ
な
ら
ぬ
。

先
掲
顯
徳
府
下
四
州
内
の
縣
名
を
椎
す
る
に
、
興
州
の
管
縣
に
識
山
縣
が
あ
る
。
縣
名
よ
り
し
て
此
所
に
も
亦
鐵
を
産

し
て
ゐ
に
の
で
は
無
い
か
ご
思
は
れ
る
が
、
他
に
此
を
明
か
に
す
可
き
史
料
無
く
確
知
し
難
い
。

契
丹
の
太
租
阿
保
機
は
天
顯
元
年
へ
九
二
六
）
春
正
月
、
上
京
龍
泉
府
を
念
襲
し
て
國
王
大
謹
談
を
檎
へ
、
犬
渤
海
の

命
脈
を
絶
つ
ど
、
直
ち
に
詔
諭
を
發
し
て
地
方
府
州
の
來
投
を
促
し
、
更
に
龍
泉
府
さ
誕
陽
ど
の
交
通
路
を
打
通
す
可
く
、

同
年
三
月
、
康
獣
記
・
韓
延
徽
・
辮
阿
古
只
等
の
漢
蕃
軍
を
造
し
長
嶺
府
（
輝
發
河
の
上
源
山
城
子
の
地
）
の
經
略
に
向

は
し
め
た
。
遼
陽
は
當
時
東
干
郡
亡
稲
し
、
契
丹
の
遼
東
經
誉
の
中
心
擁
難
を
な
し
て
ゐ
た
所
で
、
阿
保
機
は
長
嶺
府
路

を
打
通
し
て
此
の
遼
陽
さ
新
占
領
地
の
中
心
た
る
龍
泉
府
さ
の
交
通
を
確
保
せ
ん
さ
し
た
の
で
あ
る
。
康
獣
記
等
は
龍
泉

府
を
發
し
、
行
く
行
く
中
途
の
州
縣
を
経
略
し
、
顯
徳
府
を
經
て
長
嶺
府
に
至
り
、
八
月
に
入
り
遂
に
そ
の
府
治
た
る
回

ル
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跳
城
を
抜
い
た
。
然
る
に
康
識
記
等
の
軍
が
頴
徳
府
の
地
を
迦
過
し
去
る
や
、
遼
史
華
太
祀
紀
・
天
顯
元
年
九
月
の
催
に

丙
辰
、
鐵
州
刺
史
術
鈎
反
。
乙
丑
。
尭
竹
緑
玩
榊
評
攻
抜
繊
州
。

″

ご
あ
る
如
く
、
鐵
州
は
契
丹
に
反
し
て
太
宗
（
塒
帆
時
大
元
帥
）
の
討
伐
を
受
け
て
ゐ
る
。
所
が
遼
史
轌
二
地
理
志
・
中
京

道
。
鶏
州
の
條
に
．

太
祀
平
渤
海
。
以
所
俘
戸
居
之
。

Ｅ
あ
り
、
そ
の
唯
一
の
脇
縣
た
る
盛
吉
縣
の
條
に
も

太
祀
平
渤
海
。
俘
興
州
盛
吉
縣
民
來
居
。
因
世
縣
。

さ
あ
っ
て
興
州
の
民
も
亦
契
丹
に
反
抗
し
、
郭
下
縣
た
る
盛
吉
の
渤
海
人
が
多
数
俘
へ
ら
れ
、
遥
か
西
の
興
中
府
（
朝
陽
）

妙附
近
に
遥
住
せ
し
め
ら
れ
た
こ
ざ
が
見
え
る
。
太
租
の
率
ゆ
／
る
契
丹
軍
が
顯
徳
府
の
地
を
催
し
た
の
は
、
長
裁
府
に
向
へ

る
康
黙
記
等
さ
、
繊
州
の
叛
を
鎭
定
し
た
太
宗
堯
竹
壱
こ
の
前
後
二
回
で
あ
る
が
、
鶏
州
の
渤
海
人
が
太
宗
の
宮
衞
た
る
永

注
凹

興
宮
に
厩
し
て
ゐ
た
鮎
よ
り
し
て
、
盛
吉
縣
の
比
を
拉
致
し
た
の
は
、
恐
ら
く
太
宗
で
あ
っ
た
ご
老
へ
ら
れ
、
そ
し
て
そ

れ
は
徴
州
攻
抜
の
際
で
あ
っ
た
ご
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
典
州
は
繊
州
に
典
し
て
共
に
兵
を
學
げ
、
太
宗
の
攻
伐
を
被
り
、
・

多
数
の
俘
鵬
を
出
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
共
同
畢
兵
は
雨
州
が
接
近
し
て
ゐ
た
こ
ざ
に
由
る
も
の
で
あ
ら
う
。

若
し
然
り
さ
す
れ
ば
、
鐡
の
産
地
さ
し
て
國
内
に
通
く
知
ら
れ
た
繊
州
の
隣
境
た
る
興
州
の
管
内
に
も
鍍
床
が
延
長
し
て

繊
を
産
し
て
ゐ
た
ご
見
て
も
不
自
然
で
は
無
く
、
徴
山
縣
を
産
織
に
因
む
名
稲
な
ら
ん
ど
す
る
推
測
も
弧
ち
無
理
で
は
無

く
な
っ
て
來
る
。
暇
に
織
山
縣
に
對
す
る
右
の
憶
測
が
全
然
外
れ
て
ゐ
た
ご
し
て
も
、
顯
徳
府
管
下
に
繊
州
怖
城
縣
な
る

潮
海
・
金
の
延
凹
と
教
化
地
方
の
産
蛾
八
一

I
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渤
海
・
金
の
延
叫
と
教
化
地
方
の
産
蛾
八
ニ
ー

グ

渤
海
第
一
の
鐵
産
地
を
有
し
て
居
た
こ
、
と
は
紛
れ
な
き
事
変
で
あ
る
．

位
城
の
徴
が
採
煉
せ
ら
れ
初
め
た
の
は
何
時
の
唾
か
ら
で
あ
る
か
、
史
料
の
微
す
可
き
も
の
無
く
明
か
で
な
い
。
州
制

施
打
以
前
よ
り
採
煉
し
て
ゐ
た
ご
推
測
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
渤
海
第
一
の
名
雛
を
博
す
る
迄
に
は
相
常
の
歳
月
を
維
て
ゐ
る

で
あ
ら
う
．
と
恩
は
れ
る
こ
ご
等
の
諸
戦
よ
り
推
し
て
、
決
し
て
渤
海
中
葉
以
後
の
州
採
に
係
る
も
の
で
は
無
く
、
そ
れ
以

、
前
に
棚
り
得
る
も
の
ど
凡
て
大
過
無
い
で
あ
ら
う
。
武
隊
問
題
ご
し
て
位
城
の
採
鈍
州
始
の
年
を
正
確
に
知
る
こ
こ
は
恐

ら
く
不
可
能
ご
恩
は
れ
る
が
、
此
の
鐡
が
渤
海
の
建
図
拓
境
ご
關
係
あ
り
や
蕃
や
を
老
へ
る
こ
ぜ
は
、
本
稲
起
草
の
目
的

を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
処
非
ど
も
な
し
、
こ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
あ
る
。

繊
州
を
統
雌
す
る
顯
徳
府
の
地
は
渤
海
創
業
期
の
武
力
的
發
肢
時
代
の
竹
都
ゞ
と
な
っ
て
ゐ
た
所
で
あ
る
。
渤
海
の
建
幽

〆

拓
境
は
此
所
を
根
蝶
を
し
て
遂
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
時
代
は
渤
海
が
特
に
多
並
の
鐵
製
武
器
武
具
を
必
要
、
こ
し

た
。
此
の
武
器
武
具
の
調
逹
は
柑
然
最
も
手
近
か
な
所
に
求
め
ら
れ
た
符
で
あ
る
。
建
國
柑
初
の
微
力
時
代
に
は
そ
の
管

域
も
挾
く
、
從
っ
て
此
を
領
内
の
生
産
に
求
め
ん
ご
す
れ
ば
、
結
局
そ
れ
は
顯
徳
府
地
方
の
産
繊
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
で
あ
ら
う
。
然
も
此
の
地
方
に
は
や
が
て
渤
海
第
一
の
名
を
窓
に
し
た
位
城
の
鐡
床
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

渤
海
創
業
期
に
必
要
ご
し
た
鐡
も
主
、
こ
し
て
此
の
鐡
床
に
求
め
ら
れ
た
ご
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
創
業
期
に
樹
っ
て

必
要
さ
し
た
大
童
の
鐵
を
此
の
地
の
鐡
床
に
求
め
、
盛
に
此
を
典
發
し
だ
れ
ば
奇
」
そ
、
や
が
て
位
城
の
鋤
が
國
内
第
一
の

、

名
を
克
ち
得
る
迄
に
發
腱
し
た
も
の
、
こ
解
す
可
き
で
あ
ら
う
。
依
城
探
鐵
の
剛
始
期
を
記
鋒
に
徴
し
得
ざ
る
篤
、
そ
れ
が

渤
海
の
建
國
後
急
速
に
興
發
せ
ら
れ
た
も
の
無
そ
れ
ど
も
渤
海
の
占
擁
前
よ
り
採
煉
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
を
繼
襲
朧
大
化

●

ノ

I
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し
た
も
の
か
、
頗
る
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
さ
も
此
所
の
鐵
が
渤
海
國
の
勃
興
ご
緊
密
至
大
の
關
係
を
有
し
て
ゐ
た
こ
ど

丈
は
認
め
て
差
支
へ
な
い
ご
思
は
れ
る
。

以
上
筆
者
は
敦
北
附
近
産
出
の
鐵
に
渤
海
國
勃
興
の
一
要
素
さ
し
て
の
意
義
を
認
め
ん
ご
試
み
た
が
、
然
し
此
の
考
説

の
依
擴
史
料
は
極
め
て
乏
し
く
、
殊
に
最
も
肝
心
な
る
位
城
の
産
繊
の
起
原
を
明
か
に
し
得
ざ
る
篤
、
結
局
此
の
考
訟
を

以
て
未
だ
憶
測
の
範
困
を
出
で
ざ
る
一
試
案
な
り
ご
せ
ら
れ
て
も
、
亦
止
を
得
ざ
る
を
自
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
只
次

、

に
述
べ
る
按
出
虎
完
瀕
部
の
勃
興
ご
敦
化
地
方
の
産
繊
ど
の
關
係
は
、
後
年
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
推
し
て
以
て
上
述
の

老
説
を
補
強
す
可
き
幾
分
の
参
考
ご
な
る
で
あ
ら
う
。

大
渤
海
國
を
減
し
た
契
丹
の
太
池
阿
保
機
は
そ
の
地
に
東
丹
図
を
建
て
通
皇
太
子
の
偶
を
國
王
ご
し
て
此
を
統
治
せ
し

め
ん
ご
し
た
が
、
渤
海
人
の
反
抗
は
猛
烈
を
極
め
、
そ
の
勢
を
制
し
か
ね
た
來
丹
閲
は
、
天
顯
三
年
末
、
早
く
も
遼
陽
に

後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
契
丹
の
勢
力
が
後
退
し
た
後
、
大
渤
海
の
故
都
に
振
っ
た
の
は
大
渤
海
の
王
族
た
る
大
氏

で
、
醤
國
名
を
そ
の
ま
土
製
川
し
て
渤
海
ご
稲
し
た
．
所
洲
後
渤
海
で
あ
る
。
後
渤
海
の
王
統
は
大
氏
で
あ
っ
た
が
、
此

の
大
氏
を
擁
し
て
後
渤
海
の
蜜
椛
を
握
っ
て
居
た
の
は
兀
惹
部
ご
稲
す
る
鞁
細
部
族
で
あ
っ
た
．
兀
惹
部
は
大
氏
の
後
渤

海
を
推
し
て
契
丹
後
退
後
の
滿
洲
に
勢
力
を
張
り
、
五
画
部
（
依
剛
以
東
の
松
花
江
流
域
、
即
ち
故
の
黒
水
韓
蝿
の
地
）
、
鐡

利
部
（
阿
城
を
中
心
ざ
す
る
阿
勒
楚
喀
Ｉ
按
剛
虎
河
流
域
）
を
服
し
諺
瓢
徳
府
の
故
地
を
收
め
、
進
ん
で
長
繊
府
の
故
地
な

渤
海
・
金
の
延
幽
と
教
化
地
方
の
産
蛾
八
三

按
出
虎
完
顔
郡
の
勃
興
と
敦
化
地
方
の
産
鐵

～

、
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平
六
年
（
一
○
三
ハ
。
那
沙
死
硬
の
五
年
前
）
己
に
契
丹
軍
の
討
伐
を
受
け
だ
か
、
然
も
そ
の
勢
力
は
表
へ
ず
、
重
煕
九

渤
海
・
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
蛾
八
四

る
回
跣
部
を
從
へ
、
龍
腺
府
の
地
方
を
ご
り
、
叉
俄
時
南
海
府
・
鴨
泳
府
方
面
を
恢
域
ご
し
て
居
た
定
安
國
を
併
合
し
て
ひ

略
盈
大
渤
海
時
代
の
故
領
を
恢
復
し
、
更
に
大
渤
海
時
代
の
諸
府
中
、
契
丹
が
占
侠
確
保
し
て
ゐ
た
唯
一
の
地
た
る
扶
餘

府
（
契
丹
占
領
後
黄
龍
府
ご
改
名
）
の
燕
回
を
策
し
、
契
丹
・
景
宗
の
保
寧
五
年
（
九
七
三
）
に
は
そ
の
邊
境
を
侭
し
、

Ｇ

同
七
年
に
は
黄
龍
府
在
住
の
渤
海
人
を
煽
動
し
て
叛
飢
せ
し
め
、
事
失
敗
に
経
る
や
、
翌
八
年
（
九
七
六
）
、
遼
賜
に
遜
さ

れ
て
居
た
渤
海
人
Ｅ
内
外
相
應
じ
て
遼
河
流
域
占
伽
を
企
て
、
遼
賜
東
方
の
要
地
た
る
蹄
州
（
今
の
撫
順
以
東
の
揮
河
流

域
）
に
佼
入
し
て
此
を
荒
駿
せ
し
む
る
等
、
契
丹
束
境
の
一
大
脅
威
を
な
す
に
至
っ
た
。
此
所
に
於
い
て
、
契
丹
第
一
の

明
主
聖
宗
立
つ
や
、
兀
惹
の
抑
座
に
不
瀧
を
も
つ
繊
利
ご
結
ん
で
兀
惹
に
徹
底
的
打
撃
を
加
へ
、
そ
れ
が
爲
に
兀
惹
部
は
統

註
五

和
十
年
（
九
九
二
）
を
界
さ
し
て
遮
に
表
へ
、
そ
の
後
十
四
五
年
の
間
に
渋
散
し
て
経
っ
た
。
兀
惹
部
淡
散
の
後
、
そ
の
根

擴
た
り
し
謎
泉
府
の
故
地
を
占
め
た
の
は
毎
契
丹
を
助
け
て
兀
惹
部
に
常
つ
た
鐡
利
部
で
、
此
よ
り
鐡
利
が
一
時
勢
力
を

振
っ
た
。
鐵
利
の
遷
移
は
統
和
二
十
一
年
（
一
○
○
一
己
、
以
後
間
も
な
い
時
、
こ
推
測
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の
織
利
の
勢

力
も
、
此
を
優
勢
に
導
い
た
英
主
那
沙
が
景
禰
元
年
（
一
○
三
こ
の
頃
死
段
す
る
ご
共
に
表
へ
、
鐵
利
の
澗
業
は
繩
か

註
六

に
三
十
年
程
で
経
っ
た
。
か
く
し
て
中
心
勢
力
の
消
失
し
た
東
燃
洲
の
地
に
新
に
瑚
椛
を
握
っ
た
の
は
、
織
利
の
故
地
た

る
阿
城
方
面
に
擁
つ
た
生
女
直
で
あ
る
。
此
の
生
女
哩
は
繊
利
の
遷
移
後
に
新
に
移
住
し
て
來
た
も
の
で
は
無
く
、
鐡
利

占
擴
時
代
よ
り
そ
の
下
層
階
級
こ
し
て
居
住
し
て
居
た
の
が
、
支
配
階
級
た
る
鐡
利
人
の
遜
移
に
よ
っ
て
新
に
奔
放
の
自

由
を
得
、
次
第
に
控
頭
し
た
も
の
で
あ
る
亡
云
ふ
。
彼
等
は
那
沙
の
健
在
せ
る
唾
よ
り
早
く
も
弧
力
ど
な
り
、
聖
宗
の
太

、

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
心
Ⅱ
４
１
匁
■
■

亨

〆
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右
の
十
帝
中
、
金
史
世
紀
が
そ
の
行
迩
さ
し
て
体
ふ
る
所
は
、
第
七
代
の
祉
祀
以
後
に
於
い
て
初
め
て
雁
史
的
事
蛮
に

入
り
、
第
六
代
最
Ⅲ
以
前
の
事
賊
は
殆
ん
ざ
す
べ
て
後
仙
金
人
の
猟
迭
し
た
妄
諏
で
あ
り
ｂ
殊
に
第
五
代
昭
祀
以
前
の
人

物
は
そ
．
の
賓
亦
さ
へ
疑
問
で
あ
る
這
云
ふ
。
叉
第
六
代
の
餓
肌
は
枇
川
・
洲
宗
・
穆
宗
等
蛮
在
せ
る
兄
弟
の
父
こ
し
て
の

存
征
を
認
め
得
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
史
的
確
変
性
は
認
め
難
い
ご
云
ふ
。

般
初
の
歴
史
的
人
物
た
る
仙
測
は
、
完
瀕
部
の
内
証
を
平
定
し
て
部
族
の
州
結
を
川
め
、
弟
の
洲
宗
ご
さ
も
に
拉
林
河
・

北
流
松
花
江
・
束
流
松
花
江
上
源
・
呼
捌
河
等
の
流
域
及
び
張
旗
才
繊
方
面
（
瑚
鯛
吟
。
拉
林
諸
河
の
上
源
地
）
の
女
直

諸
部
を
從
へ
、
完
創
部
の
沌
洲
制
覇
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
湫
宗
に
伽
い
だ
穆
宗
は
豆
滿
・
海
蘭
・
布
附
吟
脚
・
琿
春
・

渤
海
。
金
の
雄
幽
と
教
化
地
方
の
産
鐡
八
五

Ｉ

年
（
一
○
四
○
）
に
も
復
ぴ
逢
境
を
犯
し
鑓
爾
後
永
く
契
丹
束
北
面
の
脅
威
を
成
し
て
ゐ
た
。
此
の
生
女
直
の
中
で
最
も

勢
力
を
占
め
た
の
が
完
甑
部
で
、
此
の
部
族
の
出
身
な
る
阿
骨
打
が
立
つ
に
及
び
、
遂
に
大
金
帝
國
を
建
設
し
た
の
で
あ

性
八

る
。
次
に
此
の
按
出
虎
水
完
誠
部
勃
興
の
次
第
を
略
述
す
る
。

夕

阿
竹
打
以
前
の
完
甑
氏
の
祉
系
ど
し
て
金
史
世
紀
に
記
す
所
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

１
始
組
１
２
徳
帝
１
３
安
帝
１
４
職
Ⅲ
１
５
昭
肌
Ｉ

６
蚤
皿
’
一
川
唖
批
秘
ｌ
｜
川
皿
罐
峰

●
Ｆ
１
６
の
一
、

１
８
所
労

１
９
穆
宗

（
阿
骨
打
）

寺

注
七

グ

、
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、
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渤
海
・
金
の
雄
図
と
敦
化
地
方
の
産
熾
八
六

綏
芥
諸
河
の
流
域
を
服
し
、
次
代
康
宗
の
時
に
は
更
に
成
興
平
野
の
女
哩
を
平
定
し
た
。
か
く
て
阿
竹
打
が
康
宗
に
胴
い

で
完
顔
部
の
主
帥
ご
な
っ
た
時
に
は
束
満
洲
に
於
け
る
女
山
諦
部
の
統
合
己
に
略
左
成
り
、
此
の
民
族
的
勢
力
を
擁
げ
て

對
外
的
に
活
雌
し
得
可
き
段
階
に
到
逹
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
完
顔
部
の
女
哩
統
合
は
世
皿
・
湫
宗
・
穆
宗
・
股
宗
の
四
代
Ⅷ
に
略
交
成
就
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
詞
此

の
中
特
に
価
租
は
完
餌
部
大
發
展
の
前
進
途
上
に
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
、
然
も
難
路
を
深
く
突
破
し
た
も
の
ど
し
て
功
絃

特
に
顯
著
で
あ
っ
た
ご
云
ふ
可
さ
で
あ
る
。
世
帆
・
湫
宗
・
穆
宗
等
完
甑
部
の
勢
力
を
築
き
上
げ
た
三
兄
弟
の
父
た
る
品

川
は
、
史
的
人
物
ご
し
て
そ
の
行
迩
の
確
蛮
性
を
保
総
し
難
い
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
彼
等
三
兄
弟
以
前
Ｅ
し
て
の

景
祗
の
時
代
も
、
来
る
可
き
發
展
へ
の
準
備
期
、
胎
動
期
ど
し
て
相
幟
の
活
裁
が
部
族
の
間
に
械
溢
し
て
ゐ
た
こ
ご
は
疑

ひ
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
鍛
祗
（
世
測
等
三
兄
弟
の
父
ざ
し
て
の
。
以
下
同
様
）
の
時
代
を
經
て
世
測
の
時
代
に
入
り
、

降
っ
て
阿
什
打
の
建
國
に
至
る
完
顔
部
の
勃
興
期
に
於
い
て
、
女
哩
統
合
の
爲
に
綾
け
ら
れ
た
絶
え
Ⅲ
無
き
闘
稀
が
少
か

ら
ぬ
鐡
製
の
武
器
武
具
を
必
要
た
ら
し
め
た
こ
さ
は
容
易
に
想
到
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
鐡
、
又
は
鐡
製
の
武
器
武

具
を
完
顔
部
は
如
何
に
し
て
調
逵
し
た
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
の
解
決
は
完
顔
部
勃
興
、
延
い
て
は
女
哩
の
民
族
的
統

合
成
立
の
一
因
を
探
究
す
る
仕
事
ざ
し
て
亜
要
な
意
義
あ
り
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・

此
の
問
題
の
解
答
に
於
い
て
先
づ
第
一
に
注
意
す
可
き
は
、
金
史
韮
枇
紀
・
最
秘
の
條
下
に

ゞ
釜
侭
錐
蕊
驚
織
．
醤
徴
甲
冑
驚
考
伽
篭
壗
爵
費
易
．
亦
含
龍
族
人
擢
之
感
餅

多
．
因
之
以
修
弓
矢
術
器
械
。
兵
勢
粘
振
。
前
後
願
附
者
衆
。
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、
こ
あ
る
記
事
で
あ
る
。
右
記
事
は
愼
亜
な
稔
討
を
要
す
る
の
で
、
先
づ
そ
の
要
旨
を
條
沓
す
る
に

Ｉ
、
按
出
虎
生
女
直
の
地
に
は
も
Ｅ
鐵
を
産
し
な
か
っ
た
こ
ご

〆
Ⅱ
、
隣
國
（
隣
近
の
女
直
部
族
の
意
な
ら
ん
）
よ
り
織
製
甲
冑
を
携
販
す
る
者
の
あ
っ
た
こ
ご
・
（
隣
國
の
名
を
蕊
げ

ざ
る
は
注
意
を
要
す
）

ひ

ｄ

Ｈ
、
景
皿
は
厚
慨
を
害
ま
ず
姿
財
を
傾
け
て
此
を
賀
ひ
、
．
兄
弟
一
族
の
者
に
も
買
は
し
め
た
さ

Ⅶ
、
此
に
よ
っ
て
兵
器
術
は
り
、
兵
勢
振
ひ
、
來
服
す
る
者
多
数
膿
上
っ
た
こ
ご

『
卸

の
四
黙
ざ
な
る
。
景
租
の
事
賊
に
開
す
る
金
史
・
仙
紀
の
記
事
は
後
人
の
擦
迭
に
係
る
も
の
で
、
信
を
措
き
難
い
這
云
ふ

ｊ

か
ら
、
右
の
記
事
も
直
ち
に
此
を
歴
史
的
事
賓
さ
し
て
至
部
そ
の
ま
入
受
容
れ
る
こ
さ
は
愼
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
此
が

歴
史
的
事
蛮
を
仰
へ
た
も
の
で
な
い
ご
云
ふ
こ
さ
は
、
必
ず
し
も
此
が
史
料
的
仙
仙
全
然
産
含
ま
な
い
ご
云
ふ
こ
Ｅ
に
は

な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
、
た
ご
へ
歴
史
的
事
蛮
を
忠
疫
に
仰
へ
た
記
事
で
な
く
ど
も
、
或
る
歴
史
的
事
賀
を
背
景
ざ
し
て

組
立
て
ら
れ
た
物
語
り
、
蒜
し
く
は
此
の
物
諦
り
を
後
人
が
修
兼
し
て
拝
き
礎
し
だ
記
事
で
あ
る
場
合
、
此
の
史
没
を
含

ま
ざ
る
記
事
も
そ
の
背
最
を
な
す
歴
史
事
蛮
を
探
出
す
可
き
材
料
ご
し
て
の
史
料
的
慨
仙
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
が
か

○
Ｊ

〃

る
意
味
に
於
い
て
、
先
描
紮
岨
の
買
鋤
胆
淵
す
る
記
事
も
、
一
雄
吟
味
し
て
、
取
捨
の
範
幽
を
決
し
、
そ
の
史
料
的
価
値

の
有
無
大
小
を
確
か
め
る
必
要
あ
り
、
と
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
。

先
顔
部
の
始
汕
よ
り
康
糸
に
至
る
時
代
の
事
賊
を
仰
へ
た
金
史
・
祉
紀
の
記
事
は
、
金
の
煕
宗
の
皇
統
元
年
（
二
四

こ
に
成
れ
る
完
顔
筋
の
叫
一
が
蜜
錐
繧
を
底
本
ゞ
こ
せ
る
も
の
な
り
ど
云
ふ
。
皇
統
元
年
は
太
祀
の
部
位
せ
る
收
國
元
年
（
一

潮
海
・
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
蛾
八
七

、

、

ノ

』
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般
的
に
信
を
世
き
難
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
此
ど
歴
史
的
事
蛮
こ
し
て
受
容
れ
、
紫
祀
の
時
充
演
し
た
兵
器
の
威
力
に
よ

り
大
い
に
女
哩
諸
部
を
瓜
雛
し
た
ご
兄
る
こ
さ
は
許
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
此
の
記
事
を
以
て
、
金
初
の
女
直
人
の
間
に

鐵
袈
武
器
武
具
の
有
無
多
少
が
彼
等
部
族
の
兵
勢
の
消
長
に
對
し
て
決
定
的
意
義
を
有
す
る
も
の
こ
の
老
へ
が
存
し
て

ゐ
た
こ
ご
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
ご
兄
る
こ
ご
は
當
然
許
さ
る
可
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
考
へ
は
、
事
責
、
女
直
部
族

の
兵
勢
の
消
長
が
鐵
の
有
無
多
少
に
支
配
せ
ら
れ
て
来
た
彼
等
の
緩
嶮
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
の
推
測
に
し
て
談

先
づ
此
の
記
事
の
要
旨
さ
し
て
第
四
催
に
摘
記
し
た
所
の
、
景
皿
が
鐵
製
兵
器
武
具
を
輸
入
し
充
責
し
て
よ
り
兵
勢
振

ひ
、
願
附
の
者
衆
さ
に
至
れ
り
ど
の
項
に
就
い
て
捻
討
す
る
に
、
已
述
の
如
く
世
紀
の
溌
組
の
事
岐
に
開
す
る
記
事
が
全

渤
海
・
金
の
延
凹
と
牧
化
地
方
の
産
蛾
八
八

二
五
）
よ
り
二
十
六
年
の
後
で
あ
り
、
更
に
此
の
沓
の
纂
修
命
令
が
出
さ
れ
た
太
宗
の
天
會
六
年
（
二
二
八
）
は
收

國
元
年
よ
り
繩
か
に
十
三
年
後
の
こ
Ｅ
で
あ
る
。
即
ち
仙
紀
の
底
本
を
な
せ
る
測
宗
蛮
鋒
は
、
金
の
建
國
後
歳
尚
浅
く
、

在
り
し
日
の
按
出
虎
生
女
心
の
生
活
が
殆
ん
ざ
鍵
化
無
き
時
代
に
築
修
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
未
だ
文
字
を
右
せ
ざ
り

し
太
皿
以
前
の
出
来
事
は
専
ら
記
憶
に
依
っ
て
語
り
仰
へ
ら
れ
形
從
っ
て
皿
宗
蛮
鋒
も
撰
者
が
古
老
に
就
い
て
そ
の
記
憶

を
芋
ね
、
そ
れ
に
韮
い
て
出
来
上
つ
だ
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
肌
宗
没
鋒
も
延
い
て
は
金
史
・
祉
紀
の
記
事
は
、
金
初
古

老
の
語
り
僻
へ
に
基
き
、
此
に
史
家
の
修
華
が
川
へ
ら
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
然
も
此
の
記
憶
を
撰
者
に
談
つ
に
古

老
の
若
き
時
代
は
、
正
に
按
出
虎
完
蝕
部
の
勃
興
期
に
糟
っ
て
居
に
の
で
あ
る
。
上
拙
策
岨
の
甲
冑
買
入
れ
に
開
す
る
記

事
も
、
か
か
る
古
老
の
同
体
に
金
初
史
家
の
修
華
が
加
は
っ
て
成
つ
に
も
の
ど
兄
て
、
此
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。

1

’

▲
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か
く
槻
ず
れ
ば
診
景
組
が
厚
慨
を
害
ま
ず
し
て
繊
製
の
甲
冑
を
買
ひ
、
弓
矢
器
械
を
修
め
、
兄
弟
一
族
に
も
買
は
し
め
た

さ
い
ふ
先
描
第
三
催
の
記
事
は
℃
葦
旭
の
眞
の
事
瞳
こ
し
て
受
取
る
こ
さ
を
許
さ
れ
ぬ
に
し
て
も
、
勃
興
期
の
完
顔
部
が

嘘
に
織
製
武
器
武
具
の
充
蛮
を
は
か
っ
た
史
蛮
が
、
一
帥
王
に
假
托
し
て
仰
へ
ら
れ
た
物
語
り
を
解
す
る
》
」
さ
は
是
認
せ

ら
れ
る
可
き
で
あ
ら
う
。

次
に
第
一
條
の
按
出
虎
生
女
哩
に
は
も
ご
識
を
産
し
無
か
っ
た
ど
の
記
事
を
老
ふ
る
に
、
此
れ
亦
古
老
の
語
り
鱒
へ
に

蝶
ろ
も
の
な
り
ざ
し
て
も
、
そ
れ
は
金
初
の
史
家
（
完
顔
勗
等
）
に
一
應
容
認
せ
ら
れ
て
記
事
亡
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ヘ
此
の
地
方
に
徴
を
産
し
な
か
っ
た
こ
き
、
少
く
ど
も
滞
要
を
充
し
得
る
丈
の
犀
川
が
無
か
つ
た
こ
芯
は
、
恐
ら
く
は
事
責

で
あ
り
、
然
も
此
の
事
蛮
は
金
初
の
状
態
か
ら
も
椎
認
し
得
た
の
で
あ
ら
う
。
己
に
産
繊
に
乏
し
か
り
し
以
上
、
そ
の
需

．
要
は
他
部
落
よ
り
の
供
給
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
を
自
ら
応
織
地
に
趣
い
て
雌
め
る
熊
産
織
地
の
商
人
を
招
き
寄
せ

て
叫
只
入
れ
る
熊
何
れ
の
方
法
を
選
ぶ
に
し
て
も
、
部
外
よ
り
の
輸
入
に
俟
た
れ
ば
な
ら
ぬ
軸
に
は
鍵
り
無
か
っ
た
筈
で

あ
る
。
先
禍
第
二
條
に
云
ふ
他
部
族
よ
り
の
繊
製
武
器
武
皿
來
販
の
こ
さ
は
、
似
に
歎
肌
の
事
岐
に
非
ず
ど
し
て
も
、
勃

興
期
に
於
け
る
完
誠
部
の
鐡
製
口
叩
怖
入
の
方
法
が
主
ど
し
て
來
販
者
把
致
に
在
っ
た
こ
ざ
と
示
す
記
事
ご
し
て
史
料
的
価

値
を
認
む
可
き
で
あ
ら
う
。
尚
此
の
鐡
製
剛
叩
輸
入
に
就
い
て
は
後
文
に
於
い
て
次
代
仙
皿
の
時
代
に
於
け
る
漆
例
を
梁
げ

ノ

て
術
述
す
る
。

以
上
金
史
・
世
紀
の
飲
肌
貿
繊
に
開
す
る
記
事
を
械
討
し
て
得
た
結
采
を
要
約
す
る
に
、
女
哩
部
族
の
盛
衰
が
繊
製
武

渤
海
・
金
の
延
叫
と
教
化
地
方
の
産
雛
八
九

り
無
し
ざ
す
れ
ば
、
滿
洲
の
地
に
雄
長
を
手
つ
た
女
直
各
部
族
は
競
っ
て
鐡
製
武
器
武
具
の
充
責
に
つ
ど
め
た
筈
で
あ
る
、

ﾍ

I



、 卜
「

迫

〆

、

U

I

渤
海
・
金
の
延
叫
と
敦
化
地
方
の
産
蛾
・
九
○

器
武
典
の
多
少
に
支
配
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
ど
、
勃
興
途
上
の
完
激
部
も
亦
そ
の
典
隆
の
要
素
た
る
鐡
器
具
の
充
変
に
つ
ど

め
、
そ
の
供
給
を
他
部
族
よ
り
の
輸
入
に
仰
い
で
居
た
こ
Ｅ
等
の
事
変
を
仰
へ
た
物
研
り
ご
し
で
史
料
的
仙
仙
を
含
む
亜

要
記
事
な
り
ご
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

班
に
述
べ
し
如
く
金
史
・
泄
紀
に
記
叔
せ
る
欽
川
の
事
跿
は
す
べ
て
史
蛮
さ
し
て
信
用
す
る
に
足
ら
ず
、
最
肌
な
る
人

物
さ
へ
、
世
祀
・
湘
宗
。
穆
糸
等
兄
弟
の
父
、
こ
し
て
老
へ
る
以
外
に
、
存
在
の
根
擴
を
兇
川
し
得
な
い
琶
云
ふ
。
此
の
こ

ご
か
ら
、
筆
者
は
景
仙
買
鐵
の
記
事
を
以
て
、
勃
興
期
に
於
け
る
完
顔
部
の
鐡
製
武
器
武
具
の
輸
入
が
景
仙
に
假
托
し
て

所
り
博
へ
ら
れ
た
物
語
り
、
こ
し
て
、
一
應
解
樺
を
進
め
て
お
い
た
。
事
変
簸
者
は
上
述
の
如
き
金
史
・
世
紀
の
景
帆
に
開

す
る
記
事
を
信
じ
、
敢
て
そ
の
中
に
史
蛮
を
含
む
部
分
あ
り
、
と
恩
考
す
る
者
で
は
雌
い
。
然
し
景
肌
な
る
人
物
が
仙
皿
等

の
父
、
こ
し
て
そ
の
存
在
季
笹
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
時
代
に
貿
徴
の
事
変
が
有
っ
た
か
無
か
っ
た
か
は
、
自
ら
別
に
考
察

す
可
き
問
題
で
あ
る
ど
信
ず
る
着
で
あ
る
。

金
史
・
世
紀
に
依
れ
ば
、
最
帆
・
世
肌
・
洲
宗
・
穆
宗
の
死
硬
年
次
は
次
の
如
く
で
あ
る
．
此
の
中
、
穆
宗
刀
叱
受
せ

喝
次
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
中
、
穆
宗
の
死
硬
せ

人
‐
名

穆荊世景

宗余祁狐

一一一一

契死
丹

年
號吸

成
雍
十
年

大
安
八
年

大
安
十
年

乾
統
三
年

西|の一
○
七
○

一
○
九
二

一
○
九
四

一
一
○
三 暦|年

太
平
元
年
生
誕
、

五
四
歳

申
３
ｈ
Ｊ

１
１１

｜

考

、

る
年
は
確
誕
で
あ
り
、
世
皿
・
湫
宗
の
死
硬
年
次

は
誤
り
無
曹
を
保
し
難
く
、
景
祗
の
生
硬
年
次
に

至
っ
て
は
蚊
ろ
信
用
し
難
い
琶
云
ふ
。
然
し
を
も

か
く
完
顔
氏
の
大
勢
力
へ
の
發
展
が
十
一
世
紀
後

半
以
後
に
在
る
こ
ど
は
略
交
窺
知
し
得
る
で
あ
ら

I
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う
。
翻
っ
て
此
の
完
甑
氏
の
脇
し
て
ゐ
た
按
出
虎
生
女
哩
の
捲
頭
を
年
代
的
に
遡
及
す
る
に
、
速
の
太
平
六
年
二
○
二

六
）
及
び
璽
煕
九
年
二
○
四
○
）
に
遼
軍
の
討
伐
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
十
一
世
紀
前
に
於
い
て
巳
に
狸
大

ど
な
っ
て
居
た
こ
こ
が
知
ら
れ
る
、
、
此
の
按
出
虎
生
女
直
の
控
頭
に
於
い
て
も
同
じ
く
繊
製
武
器
武
具
を
必
要
ご
し
た
筈

で
あ
り
、
然
も
そ
の
住
地
内
に
は
繊
を
産
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
並
の
大
小
は
別
、
こ
し
て
、
Ｅ
も
か
く
識
の

輸
入
が
時
に
行
は
れ
て
ゐ
た
ご
兇
て
大
過
無
い
で
あ
ら
う
。
十
一
世
紀
前
半
の
按
川
虎
生
女
哩
に
繊
の
輸
入
が
推
想
せ
ら

れ
得
る
以
上
、
此
の
女
直
が
完
顛
氏
の
下
に
益
共
武
力
的
發
峡
を
と
げ
だ
十
一
世
紀
後
半
に
就
い
て
も
此
の
こ
ど
を
認
め

て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
殊
に
完
甑
部
飛
耀
の
韮
礎
を
築
い
た
世
泄
の
父
こ
し
て
の
景
皿
の
時
代
は
、
將
に
来
る
可
き

大
發
展
の
胎
動
期
で
あ
り
準
怖
刈
で
の
っ
た
に
相
進
な
い
か
ら
、
此
の
準
備
期
と
し
て
の
寅
力
培
養
時
代
を
背
負
う
た
景

皿
が
繊
製
武
器
武
具
の
充
蛮
を
は
か
り
い
恐
ら
く
從
前
の
按
出
虎
生
女
直
が
な
し
て
來
つ
だ
で
あ
ら
う
所
の
、
他
部
族
よ

り
の
徴
輸
入
を
一
層
盛
に
し
た
こ
さ
は
、
大
勢
上
此
を
認
め
て
然
る
可
さ
も
の
ご
思
は
れ
る
。
か
か
る
兄
解
か
ら
、
筆
者

は
、
金
史
・
世
紀
の
景
澗
興
鐡
に
開
す
る
記
事
を
以
て
、
史
変
が
古
老
の
記
憶
に
よ
り
語
り
仰
へ
ら
れ
た
も
の
ど
推
断
す

る
。
然
ら
ば
そ
の
輸
入
先
は
何
虎
で
あ
っ
た
か
、
此
の
軸
は
次
代
世
泄
の
翼
鐡
に
閲
す
る
史
料
に
よ
っ
て
推
測
せ
ら
れ
る
。

金
史
・
世
紀
・
世
皿
の
條
に

世
祀
嘗
買
加
古
都
鍛
工
烏
不
屯
被
叩
九
十
。

ご
あ
り
。
此
に
對
應
す
る
記
事
ご
し
て
、
金
史
確
六
烏
春
仰
に

／

輔

今
一
①

廻
加
古
部
烏
不
屯
亦
鐡
工
也
、
以
被
叩
九
千
鮎
、
來
傍
。

二
語
協

渤
海
・
金
の
雄
図
と
敦
化
地
方
の
産
銚
九
一

、
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け
る
地
位
は
、
部
長
か
、
然
ら
ず
ざ
も
部
内
屈
指
の
勢
力
家
で
あ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
更
に
部
族
の
代
表
的
勢
力
家

が
繊
工
で
あ
っ
た
以
上
、
此
の
部
族
は
鍛
繊
を
以
て
立
っ
て
ゐ
た
も
の
ど
解
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
此
の
部
族
が

鍛
繊
を
特
業
直
し
て
ゐ
た
の
は
、
部
内
に
鋤
を
産
し
て
ゐ
た
鰯
に
外
あ
る
ま
い
。

世
皿
芭
加
古
部
さ
の
剛
に
繊
器
の
取
引
が
祁
常
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
む
此
の
取
引
關
係
の
成
立
が
彼
の
父
た
る

最
祗
の
時
代
に
既
に
初
ま
っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
Ｅ
の
老
へ
を
一
雌
抱
か
し
め
る
。
殊
に
景
組
が
隣
國
の
來
販
者
よ
り

徴
を
頁
入
れ
た
さ
の
所
傳
さ
へ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
隣
図
Ｅ
は
加
古
部
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
か
さ
の
老
へ

が
幟
然
起
っ
て
來
る
。
然
し
此
の
推
測
を
ざ
の
程
度
迄
信
じ
て
可
な
る
か
は
、
更
に
恨
承
な
る
検
討
を
要
す
る
。
そ
れ
は

加
古
部
の
外
に
も
、
此
亡
隣
接
し
て
温
都
部
な
る
有
力
な
鍛
繊
部
族
が
存
在
し
、
且
つ
そ
れ
が
完
顔
部
さ
も
蒋
接
な
關
係

を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
此
の
稲
郡
部
に
就
い
て
老
諭
す
る
こ
ご
ゞ
と
す
る
。

淵
都
部
は
今
の
敦
化
地
方
に
擁
つ
た
部
族
瓦
按
川
虎
完
凱
部
の
沌
洲
制
珊
の
基
礎
を
築
い
た
世
祀
時
代
に
は
、
部
長

陽
存
の
下
に
批
大
な
る
勢
力
を
張
り
、
祉
祁
に
對
抗
し
て
そ
の
發
於
を
妨
げ
、
時
に
此
を
困
辱
さ
へ
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で

。
先
づ
烏
春
の
勢
力
ご
枇
泄
に
對
す
る
彼
の
挑
戦
Ｅ
を
概
述
す
る
。

枇
祗
が
完
識
部
の
長
、
と
な
っ
た
時
、
部
内
に
は
未
だ
彼
に
心
服
せ
ざ
る
枢
搬
・
散
逹
等
の
有
力
者
が
あ
り
、
烏
春
は
彼

等
兄
弟
を
媛
け
て
完
畝
部
の
撹
飢
を
は
か
り
、
祉
測
が
此
の
謀
略
を
防
が
ん
爲
、
烏
恭
に
迩
幡
を
乞
ふ
ざ
、
身
分
速
ひ
の

釣
合
は
い
縁
な
り
さ
て
一
笑
の
下
に
拒
絶
し
、
又
枇
皿
が
加
古
部
よ
り
被
叩
を
賀
取
れ
る
を
見
、
世
組
を
脅
辿
し
て
そ
の

渤
海
・
金
の
延
図
と
教
化
地
方
の
産
鐡
九
三

し
て
ゐ
な
か
つ
た
ご
は
恩
は
れ
ぬ
か
ら
、
彼
は
賊
ゑ
荊
力
な
鐡
工
で
あ
っ
た
ご
兄
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
加
古
部
に
於

９

午

、



１

●

渤
海
・
金
の
述
叫
と
教
化
地
方
の
産
蛾
九
四

九
十
事
（
先
述
）
を
取
上
げ
、
史
に
桓
皷
等
兄
弟
ご
内
外
相
應
じ
て
祉
川
攻
撃
の
兵
を
梁
げ
、
祉
泓
が
苦
心
の
末
桓
澱
等

を
降
す
や
や
更
に
按
出
虎
水
の
北
に
住
せ
し
斡
勒
部
の
盃
乃
を
按
け
て
枇
川
ご
戦
は
し
め
、
盃
乃
が
批
泓
に
檎
独
せ
ら
れ

る
Ｅ
、
呼
蘭
河
流
域
の
互
酋
、
臘
賠
、
卿
産
等
兄
弟
ご
結
ん
で
批
帆
に
對
抗
し
た
。
枇
測
は
先
づ
臘
賠
等
兄
弟
を
破
り
．
、

●
愈
曳
烏
奔
攻
準
に
移
り
、
兵
を
率
ゐ
て
淵
郡
部
に
辿
っ
た
．
偶
Ｅ
烏
不
死
硬
し
た
爲
、
叩
雄
の
決
戦
を
見
る
に
至
ら
ず
し

て
淵
郡
部
は
完
顔
部
に
蹄
服
し
た
．
か
く
祉
測
の
完
釦
部
さ
湖
を
手
っ
た
烏
芥
の
淵
郡
部
は
、
阿
跣
斯
水
（
阿
不
塞
水
・

阿
不
辛
水
）
Ｄ
即
ち
瑚
爾
喀
河
の
上
流
た
る
勒
禰
成
河
流
域
を
任
地
Ｅ
せ
る
部
族
で
、
そ
の
根
擴
は
大
総
敦
化
の
地
に
比
定

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
烏
春
の
勢
力
は
一
時
賊
る
弧
朧
を
誇
り
、
彼
が
世
組
を
威
嚇
し
た
時
の
語
に

來
流
水
以
南
。
匹
古
敦
水
以
比
。
皆
吾
土
也
。

さ
て
、
完
甑
部
の
勢
力
範
魍
で
あ
っ
た
拉
林
河
ご
斐
古
洲
河
ど
の
中
川
を
な
す
按
出
虎
水
流
域
以
外
は
彼
の
領
土
な
り
ご

、
王
張
し
て
ゐ
る
。
勿
論
此
の
語
に
は
誇
張
を
含
ん
で
ゐ
よ
う
が
、
瑚
剛
喀
河
の
流
域
な
る
今
の
寧
安
地
方
、
即
ち
嘗
て
の

大
渤
海
上
京
の
地
方
、
拉
林
河
上
流
地
方
、
布
爾
吟
川
河
上
流
地
方
等
は
そ
の
勢
力
範
囲
に
入
り
、
一
時
は
完
誠
部
内
に

於
い
て
さ
へ
、
桓
搬
等
の
如
く
烏
泰
に
附
し
た
者
も
あ
っ
た
程
で
あ
る
。
加
古
部
は
勿
論
そ
の
勢
力
下
に
世
か
れ
て
ゐ
た
。

烏
泰
が
枇
姐
の
加
古
部
よ
り
雌
め
た
被
叩
九
十
事
を
淡
收
し
た
表
面
の
口
武
は
、
配
下
た
る
加
古
部
の
も
の
を
、
主
人
た

る
己
の
許
可
な
く
買
取
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
引
を
認
め
な
い
ご
云
ふ
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
温
都
部
の
烏
泰
は

か
淫
る
勢
力
を
以
て
、
完
凱
部
發
展
の
前
に
立
塞
が
り
、
そ
れ
が
爲
に
世
祀
は
且
Ｅ
辛
酸
を
嘗
め
、
幾
度
か
身
を
危
機
に

曝
し
た
末
、
漸
く
劣
勢
を
優
勢
に
仲
張
し
、
烏
春
の
死
に
乗
じ
て
逆
に
そ
の
地
を
征
服
し
た
の
で
あ
っ
て
、
溌
都
部
征
服

I
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後
の
完
誠
部
の
女
直
統
合
は
頗
る
快
速
順
調
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

か
く
完
誠
部
の
最
大
弧
敵
ご
し
て
此
を
苦
し
め
た
烏
春
も
亦
、
金
史
確
六
烏
泰
傳
に

烏
春
。
阿
践
斯
水
温
郡
部
人
。
以
鍛
鐵
爲
業
。

ご
あ
る
如
く
鍛
鐡
業
者
で
あ
っ
た
．
鍛
鐡
業
者
た
る
烏
春
に
部
長
の
地
位
を
准
将
せ
し
め
た
淵
郡
部
人
も
亦
多
く
鍛
繊
を

業
さ
し
て
ゐ
た
も
の
ご
凡
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
即
ち
温
都
部
も
加
古
部
ご
同
様
鍛
徴
部
族
で
あ
っ
た
ご
老
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
．
易
）
し
て
温
都
部
の
鍛
繊
部
族
ざ
し
て
の
發
展
も
、
恐
ら
く
そ
の
住
地
が
産
織
地
で
あ
っ
た
こ
こ
に
曲
る
も
の
で
あ

ら
う
。
此
の
温
都
部
ご
按
出
虎
完
瀕
部
ど
の
問
に
は
、
加
古
部
ご
同
様
、
微
の
取
行
が
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
ゞ
こ
恩
は
れ
る

に
拘
ら
ず
、
金
史
の
世
紀
や
烏
春
傅
に
は
共
に
そ
の
こ
さ
を
仰
へ
た
．
記
事
が
無
い
。
然
ら
ば
取
引
は
全
然
行
は
れ
な
か
つ

た
か
琶
云
ふ
只
温
都
部
は
加
古
部
よ
り
も
完
域
部
に
近
い
鮎
か
ら
推
し
て
、
か
く
断
す
る
こ
さ
も
早
計
で
、
寧
ろ
地
理

的
關
係
か
ら
取
引
の
行
は
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
ご
見
る
の
が
安
俄
の
様
に
忠
は
れ
る
。
金
史
の
記
事
を
深
く
探
る
に
、
此

の
想
像
を
幾
分
袖
ふ
可
言
材
料
が
無
い
で
も
な
い
。

烏
奔
は
そ
の
弧
大
な
る
勢
力
を
特
ん
で
仙
岨
に
挑
戦
す
る
以
前
、
也
皿
て
完
顔
部
、
と
千
和
的
交
渉
を
深
く
し
て
ゐ
た
も
の

″

夢
如
く
、
金
史
唯
〈
烏
春
傳
に
、

ｂ

ｆ

烏
春
日
。
吾
與
汝
（
世
岨
）
父
（
紫
組
）
等
誰
齊
人
。
云
需

さ
て
凧
立
後
間
も
な
き
祉
旭
に
對
し
、
烏
春
自
ら
彼
の
父
た
る
皿
皐
泄
》
と
醤
知
の
冊
柚
で
あ
っ
た
ご
述
・
ぺ
た
記
事
を
体
へ
て

ｊ

ゐ
る
。
更
に
同
傳
に
は
冒
頭
に
，

渤
海
・
金
の
姓
叫
と
教
化
地
方
の
産
蛾
九
五
〃

ユ

I

1

1

『
、

ノ



贈里塁諏”Ｑ肇慨。〃噸 ○

窯Ｑ画鵯袋いや白Ｑ＆《漿 皿一二輪二Ｐ幻今黒浬蝿、ノ斡稲必涜

絲噸Ｑ、、畳七塁廼慣剥剴塑． 終・稗喜鑿噺雲心幻今異型

或巡鵡心浄中りふ旦岬母

犀《》勢袖控踊恥》岬鋤

Ｏ

裡
制 グ、１

Ｋ昌

呉畳鎖 ．。畷ｒ一当哩‐唾蜘騨州罎や堅

噸

叩一

窪宰蝿》》畢寺》嘩呼》》》群猯一

搾銅銅癖鐸訟》一睡率唾酬畔Ｐ

寵遥幹鑿綿卜》

》》》罎尋艫軸勢雑鋤権》鋤『
旦

謡輯葱亀偲門〕‐幻Ｑ制〉二一“〆勁二｜釦

。鯏謁いい塁９ｗ冠囚叩一弧

祭津〃Ｙ自廻や準率謂シ臣斗醇

》一一一一一一・一一》’一

》誇磐塞蓉鴫梱癖耐州蝶雲聖一想い

操》》》岬》坪耗》》》準蓉》峰 ・濠嵩矧籠魯鄙惇塗Ｑ〃三劃締牌 也瀧Ｑ逆迦 吟一↑義系い‐灘牽い，細γｇｗ締扇綿杣廻

擢亘報如．Ｑ釦”、翁稗。隠服鴨昌埋

。壕袋岬長や獄Ｑ囚ＱＰＱＱ榊 樵暹蕉〕，識釦霊尉皇窯餐営鴛絲 鯉冨聖。替苣晨鶯岬叫〃Ｐ響急 Ｐ罰りお侭側一Ｎ幽法骨。釦。甦恭謂碩

卿型惠卿Ｐ偶やふ翁鑿塑

､

←

＝

"

ザ

,浬
巳
営
穏
中
心
こ
い
謂
急
巳
鑿
蹄
gIJIQj-l

!x｣Q¥<"wQ錨
八
嘩
要
や
横
jwや

稗
ら
農
′

営
釦
翁
詣
軸
と
』
P晨

継
隠
翁
細
惇
』
IJIQ黒

黒
鼠
Q雲
割
や
A_D忌

黒
尋
羅
．
s､幻
頭
↑
OljMJ逆

綻
IwU【

･橲
抑
や
妙
s…
ら
泉
｡風
空
調
巳
′

f

、



閏

1

〃
●

q

烏
春
の
完
誠
部
放
浪
の
物
語
り
も
、
鳥
恭
の
鐡
器
來
販
よ
り
改
作
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
稲
里
穿
ち
す
ぎ
る

の
感
が
な
い
で
は
な
い
が
、
此
の
物
語
が
繊
器
の
変
質
を
背
鹸
、
こ
し
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
こ
さ
丈
は
認
め
て
差
支
へ●

あ
る
ま
い
．
温
都
部
が
鍛
繊
業
を
以
て
立
ち
、
烏
泰
が
そ
の
亘
酋
で
あ
る
以
上
、
そ
の
弧
大
な
る
勢
力
へ
の
發
展
の
經
濟

的
韮
礎
が
、
そ
の
繊
器
商
販
の
利
益
に
在
っ
た
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。
即
ち
彼
等
の
製
作
す
る
鐡
器
は
商
品
ざ
し

て
職
出
せ
ら
れ
、
そ
の
利
益
が
此
の
部
族
を
弧
化
せ
し
め
た
一
要
素
で
あ
っ
た
ご
解
せ
ら
れ
る
。
此
の
輸
出
鐡
器
は
、
商

品
た
る
の
性
厩
上
、
横
然
厚
利
を
求
め
て
高
慨
の
支
挑
は
れ
る
地
に
流
入
す
る
慨
向
を
も
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て

此
の
流
入
先
の
有
力
候
補
地
亡
し
て
は
、
・
巳
に
十
一
祉
紀
の
前
半
よ
り
契
丹
に
脅
威
を
感
ぜ
し
め
る
程
の
武
力
を
示
し
た

按
出
虎
生
女
直
を
第
一
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
錐
秘
は
按
出
虎
完
甑
部
大
發
展
の
素
地
を
築
い
た
人
物
ご
老
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
時
代
に
柵
郡
部
の
繊
器
が
相
総
並
爽
込
ま
れ
た
ご
兇
て
何
の
不
合
理
も
あ
る
ま
い
．
要
す

る
に
金
史
所
載
の
物
語
り
ご
俄
時
の
大
勢
上
ご
よ
り
し
て
、
棚
郡
部
の
繊
が
部
長
烏
泰
の
手
に
よ
っ
て
完
顔
部
の
部
長
景

池
の
所
へ
輸
出
せ
ら
れ
た
こ
Ｅ
は
充
分
認
め
得
る
ご
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

已
述
の
如
く
景
測
は
厚
慨
を
害
ま
ず
し
て
鐡
彰
隣
凹
の
商
販
者
よ
り
災
入
れ
た
ご
云
ふ
。
そ
の
隣
國
の
名
に
就
い
て
は

全
然
所
傅
を
峡
い
で
ゐ
る
が
、
温
都
部
の
烏
泰
さ
紫
肌
ご
が
繊
の
爽
買
を
通
じ
て
交
渉
を
有
し
て
ゐ
た
ご
推
測
し
得
る
以

上
、
此
の
隣
國
さ
は
恐
ら
く
、
手
こ
し
て
淵
郡
部
を
指
し
て
ゐ
る
も
の
ご
解
す
可
き
で
あ
ら
う
。
加
古
部
の
こ
ど
も
一
應
考

胆
す
可
き
で
あ
る
が
、
此
の
部
は
後
述
の
如
く
、
景
肌
時
代
に
は
淵
郡
部
の
如
き
深
き
交
渉
を
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
推

測
せ
ら
れ
る
か
ら
、
所
訓
隣
國
の
愛
慨
は
主
ど
し
て
淵
都
部
を
指
し
て
ゐ
る
も
の
ご
見
る
の
が
穂
常
の
様
で
あ
る
．
温
都

渤
海
・
金
の
建
叫
と
教
化
地
方
の
産
蛾
九
七
夕

』
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1

釧
部
へ
”
の
鐡
器
輸
出
を
厳
に
監
脱
し
た
で
あ
ら
う
。

此
の
淡
收
事
件
が
あ
っ
て
よ
り
数
年
に
し
て
完
郡
部
ご
洲
都
部
Ｅ
は
愈
且
干
戈
を
以
て
瑚
を
雫
ふ
こ
さ
ど
な
っ
た
。
そ

し
て
悪
蝋
吉
岡
・
粉
竹
碑
身
の
星
靴
を
承
ね
、
劣
勢
よ
り
優
勢
に
郷
じ
た
枇
肌
が
、
愈
毘
烏
春
の
本
擦
を
衝
く
可
く
大
畢

し
て
兵
を
進
め
た
時
、
金
史
の
烏
春
傅
に

胡
論
加
古
郡
勝
昆
勃
菫
。
居
諦
烏
延
部
術
者
・
郭
赦
、
講
分
一
軍
由
所
部
伐
烏
春
。
輩
以
所
部
與
烏
春
近
、
欲
以
自

蔽
也
。

ざ
あ
る
如
く
、
加
古
部
は
烏
延
部
（
海
蘭
河
流
域
）
ご
共
に
進
ん
で
世
組
に
唯
じ
、
烏
非
挾
撃
を
申
出
て
ゐ
る
が
、
此
れ

は
、
加
古
部
の
鐡
商
的
發
展
に
對
す
る
淵
都
部
の
制
肘
を
除
か
ん
ざ
す
る
反
繋
の
意
味
を
含
む
も
の
ど
見
る
ど
得
よ
う
．

世
祀
は
此
の
征
戦
に
よ
っ
て
遂
に
温
都
部
を
服
し
、
加
古
部
も
亦
勢
力
下
に
入
っ
た
．
そ
し
て
此
よ
り
按
出
虎
完
瀕
部

の
勢
力
は
旭
日
の
勢
を
以
て
典
降
し
、
僅
友
二
十
年
を
以
て
女
直
諸
部
の
統
合
を
成
就
し
た
。
此
の
民
族
統
合
戦
に
於
い

て
や
新
に
勢
力
下
に
入
っ
た
淵
都
部
・
加
古
部
等
敦
化
地
方
の
産
鐡
が
益
毘
利
朋
せ
ら
れ
た
こ
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
で

理
窟
を
以
て
云
ひ
が
か
り
を
つ
け
、
九
十
事
に
及
ぶ
全
部
を
取
上
げ
た
の
は
、
完
誠
部
の
武
弧
ご
加
古
部
の
術
盛
さ
を
致

●

す
繊
貿
易
を
抑
へ
ん
ざ
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
の
没
收
事
件
を
機
、
こ
し
て
烏
春
は
畷
川
然
加
古
部
に
も
座
辿
を
加
へ
、
完

渤
海
・
金
の
建
幽
と
軟
化
地
方
の
産
蛾
、
一
○
○

厚
慨
を
吝
ま
ざ
る
完
誠
部
よ
り
の
繊
器
買
入
れ
は
加
古
部
ご
し
て
も
大
い
に
喜
ん
だ
で
あ
ら
う
．
然
し
淵
都
部
の
烏
春

に
取
っ
て
は
、
此
の
取
引
は
航
る
而
向
く
な
か
っ
た
に
相
迷
あ
る
ま
い
。
一
に
は
完
甑
部
の
武
力
を
弧
化
せ
し
め
、
又
一

に
は
加
古
部
を
《
”
ｍ
ま
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
仙
皿
の
折
角
加
古
部
よ
り
輪
入
せ
る
被
甲
に
對
し
、
．
烏
春
が
理
浦
に
な
ら
ぬ



あ
ら
う
。

以
上
述
べ
た
所
は
、
依
擦
史
料
極
め
て
少
く
、
憶
測
に
憶
測
を
痕
ね
す
ぎ
た
雄
ひ
無
し
ご
せ
ず
、
然
も
瀧
洲
史
に
素
養

乏
し
さ
者
の
憶
測
で
あ
る
か
ら
、
倫
考
の
細
部
に
就
い
て
は
必
ず
し
も
確
信
を
も
ち
得
な
い
が
、
按
出
虎
完
顔
部
の
勃
興
、

從
っ
て
大
金
帝
國
の
創
業
に
對
し
、
敦
化
地
方
の
産
繊
が
飛
要
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
こ
ご
丈
は
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ

註
九

ら
う
。
而
し
て
按
出
虎
水
完
誠
部
の
瑚
業
が
此
の
地
を
速
く
離
れ
た
敦
化
地
方
の
産
繊
に
依
存
し
た
こ
さ
を
思
へ
ぱ
、
敦

化
の
地
を
根
擴
ご
し
て
此
所
に
建
國
以
来
久
し
く
背
都
を
お
い
て
居
た
大
渤
海
図
の
創
業
も
亦
此
の
地
の
産
鐡
に
少
か
ら

す
依
存
し
て
居
た
ご
兄
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
敦
化
地
方
の
鐡
が
渤
海
建
國
の
将
脚
時
よ
り
採
煉
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
さ
を
確
證
グ

す
る
史
料
な
き
爲
、
渤
海
の
創
業
期
に
於
け
る
敦
化
地
方
の
産
鐡
の
意
義
は
依
然
ご
し
て
疑
問
な
り
ど
の
見
解
も
立
派
に
成

立
す
る
が
、
然
し
按
出
虎
水
完
餌
部
の
場
合
を
以
て
逆
に
渤
海
建
國
の
際
を
類
推
し
、
一
雁
そ
の
關
係
を
認
め
る
の
が
、

寧
ろ
穂
常
な
解
緤
で
あ
ら
う
。
か
く
解
し
て
こ
そ
、
創
業
期
の
渤
海
が
教
化
の
地
を
根
擴
ご
し
て
瀧
洲
制
瑚
に
成
功
し
た

原
囚
の
一
部
が
初
め
て
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

金
の
建
國
は
渤
海
よ
り
計
へ
て
約
四
百
年
、
滅
亡
よ
り
計
へ
・
て
約
二
百
年
の
後
で
あ
る
。
か
ゞ
る
年
数
の
陥
り
を
も
つ

叩
國
の
創
業
に
對
し
、
教
化
地
方
の
瀝
鐡
が
共
に
亜
要
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
こ
Ｅ
は
噸
る
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、

史
に
此
の
こ
ご
か
ら
、
瀧
洲
史
上
の
疑
問
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
問
題
の
解
決
の
紺
を
兄
出
す
こ
ど
が
出
来
る
。

渤
海
・
金
の
雄
叫
と
教
化
地
方
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産
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限
せ
ら
れ
て
来
る
。
從
っ
て
渤
海
時
代
の
採
鐡
地
ご
金
建
國
前
に
於
け
る
採
鐡
地
這
は
、
同
一
地
に
非
ず
ご
し
て
も
、
略

．
、

里
同
地
附
近
で
あ
っ
た
ご
見
る
可
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
温
都
・
加
古
砺
部
の
中
、
何
れ
が
繊
州
の
位
城
縣
に
和
柑
す
可

き
か
、
或
は
叩
者
共
に
一
縣
恥
に
包
括
せ
ら
れ
て
居
た
の
か
。
そ
れ
ど
も
一
方
が
位
城
縣
に
備
り
、
他
方
が
先
に
産
鐵
地

に
非
る
か
ご
推
測
し
た
典
州
鐡
山
縣
に
糊
る
の
か
、
此
等
の
鮎
は
一
切
不
明
で
あ
る
．
然
し
淵
都
部
の
住
地
は
勒
禰
成
河

の
流
域
で
あ
り
、
加
古
部
は
布
附
吟
川
河
の
上
流
域
で
あ
る
か
ら
、
此
の
叩
地
方
が
渤
海
時
代
の
一
縣
を
な
し
て
ゐ
た
ご

註
一
○

は
考
へ
難
い
。
渤
海
時
代
の
州
縣
を
か
く
も
大
き
く
兇
る
こ
ご
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
温
都
・
加
古
雨
部

の
住
地
中
何
れ
か
が
鐡
州
に
相
常
し
て
ゐ
た
、
こ
見
る
可
き
も
の
シ
様
で
あ
る
。
此
の
推
定
も
亦
確
資
性
を
睡
調
し
得
な
い

が
、
〃
從
來
不
明
さ
さ
れ
て
ゑ
る
繊
州
或
は
典
州
の
位
世
を
勒
緬
成
河
流
域
と
布
爾
吟
脚
河
流
域
亡
に
見
常
を
つ
け
て
今
後

渤
海
・
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
鐡
一
○
二

渤
海
時
代
の
繊
州
の
位
世
は
不
明
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
顯
徳
府
管
下
に
鴎
し
て
ゐ
た
鮎
か
ら
、
敦
化
附
近
で
あ
る
こ
ご

は
疑
ひ
な
い
が
、
そ
の
位
世
は
推
定
す
可
き
何
の
手
掛
り
も
な
い
。
此
の
疑
川
の
位
世
が
金
初
の
状
態
か
ら
或
る
溌
度
迄

推
究
出
来
る
の
で
は
な
い
か
ご
恩
は
れ
る
。

渤
海
時
代
の
産
織
地
た
る
繊
州
ど
も
完
顔
部
勃
興
時
代
の
産
織
地
た
る
淵
郡
部
又
は
加
古
部
の
住
地
Ｅ
が
同
一
地
で
あ

っ
た
ご
速
断
す
る
こ
、
こ
は
、
そ
の
年
代
の
附
き
の
除
り
に
も
大
な
る
鮎
よ
り
し
て
一
雁
危
倶
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
又

一
面
よ
り
老
ふ
る
に
、
儲
時
の
幼
稚
な
技
術
を
以
て
採
煉
を
有
利
に
行
ひ
得
可
き
良
鍍
、
然
も
大
並
採
取
可
能
な
蝶
坑
が
、

敦
化
附
近
の
各
地
至
る
所
に
数
多
く
散
在
し
て
居
た
Ｅ
は
考
へ
難
く
、
史
に
か
固
る
鐡
冶
を
、
秣
報
即
ち
女
山
部
族
が
そ

の
猟
農
粂
醤
の
必
要
か
ら
住
所
の
一
條
件
こ
し
て
ゐ
た
河
川
浴
ひ
の
沃
地
に
求
め
ん
、
と
す
れ
ば
、
一
瞬
そ
の
候
袖
地
は
制

、

｢

、
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、

の
研
究
を
推
進
せ
し
め
る
の
が
、
關
係
史
料
の
乏
し
い
今
日
さ
し
て
、
一
の
方
法
た
る
こ
、
と
は
認
む
可
苔
で
あ
ら
う
。

渤
海
國
時
代
よ
り
金
初
に
至
る
迄
敦
化
地
方
の
鐵
が
引
練
い
て
採
取
せ
ら
れ
て
居
た
ご
す
れ
ば
、
大
渤
海
の
滅
亡
後
や

後
渤
海
を
擁
し
て
久
し
く
女
直
諸
部
族
を
統
鱸
し
て
ゐ
た
兀
惹
部
も
亦
、
必
守
や
此
の
地
方
の
鐵
に
紙
り
、
そ
の
生
産
を

支
配
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
兀
惹
部
の
勢
力
は
教
化
地
方
よ
り
輝
發
河
地
方
に
迄
及
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
推

測
は
殆
ん
ご
誤
り
な
し
を
忠
は
れ
る
。
兀
惹
の
淡
散
後
、
此
に
代
っ
た
の
は
鐡
利
で
あ
る
が
、
鐡
利
の
勢
力
は
そ
の
籏
さ

深
さ
共
に
兀
惹
の
比
で
は
無
か
っ
た
。
女
直
諸
部
の
多
く
は
そ
の
節
制
外
に
立
ち
、
節
制
を
受
く
る
者
も
そ
の
感
ず
る
座

誰
一
一

力
は
燕
弱
で
あ
っ
た
。
か
く
て
按
出
虎
生
女
山
の
奔
放
な
活
動
が
初
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
敦
化
地
方
の
女
直
も
漸
く
自
由

の
度
を
増
し
つ
ゞ
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
鐡
利
の
勢
力
は
幾
何
も
な
く
し
て
凋
落
し
た
。
此
の
こ
ご
は
教
化
地
方
の
鍛
鐡
女

哩
に
對
し
て
も
一
勝
奔
放
の
自
由
を
與
へ
た
で
あ
ら
う
。
教
化
の
徴
を
支
配
し
た
渤
海
・
兀
惹
等
の
勢
力
淡
散
は
や
が
て

按
出
虎
生
女
直
に
そ
の
利
川
の
機
會
を
典
へ
、
敦
化
の
識
を
以
て
却
っ
て
そ
の
地
の
女
直
を
從
へ
、
女
直
踏
族
統
合
の
大

事
業
を
成
就
せ
し
め
た
も
の
ど
恩
は
れ
る
。

渤
海
及
び
金
國
の
勃
興
が
今
の
教
化
地
方
の
潅
繊
笹
武
器
ご
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
促
進
成
就
せ
ら
れ
た
事
笈
は
、
後
年

大
浦
帝
幽
建
設
の
基
礎
を
築
い
た
奴
附
吟
赤
が
同
じ
く
繊
器
の
充
疫
に
意
を
川
ひ
た
事
蜜
ご
共
に
命
ツ
ン
グ
ー
ス
族
の
勃

興
、
即
ち
鴎
族
的
統
合
に
於
け
る
繊
器
の
役
制
を
具
柵
的
に
示
す
も
の
、
こ
し
て
、
瀧
洲
史
上
繊
の
研
究
が
一
亜
要
問
題
た

る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

遼
史
華
太
祀
紀
の
控
を
兇
ろ
に

渤
海
・
金
の
雄
図
と
敦
化
地
方
の
走
蛾
一
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渤
海
・
金
の
延
図
と
教
化
地
方
の
庵
蛾
一
○
四

呼
玄
岨
生
撒
刺
的
．
仁
比
愛
物
。
始
世
鐡
冶
。
教
鴎
鼓
鋳
。
是
鰯
徳
川
・
邸
太
皿
之
父
也
。

Ⅲ

さ
て
契
丹
の
太
皿
阿
保
機
の
父
が
鍛
繊
妓
鋳
に
力
を
入
れ
た
こ
ご
が
見
え
る
。
右
の
鐡
冶
設
世
の
眞
億
如
何
は
し
ば
ら
く

措
き
、
契
丹
族
も
亦
そ
の
發
展
の
要
素
ご
し
て
の
鐡
の
亜
要
性
を
認
識
し
て
居
た
事
蛮
の
反
映
ご
し
て
、
此
の
記
事
の
意

義
を
認
む
る
こ
ご
は
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
大
遼
帝
閏
を
築
き
上
げ
た
太
川
阿
保
機
の
鐵
冶
振
興
策
に
は
見
る
可
き
も
の
が

あ
り
、
阿
保
機
の
遼
河
流
域
經
略
に
對
す
る
擁
ま
ざ
る
努
力
も
、
此
の
繊
冶
振
興
策
ご
辮
接
な
闘
係
を
有
し
て
ゐ
る
。
史

に
大
遼
帝
幽
の
全
朧
時
代
に
帝
た
り
し
聖
米
も
亦
鐵
の
蛎
産
に
力
を
入
鯉
遼
河
方
面
に
繊
冶
を
興
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
．

此
等
渤
海
妹
秘
、
按
出
虎
水
完
凱
部
女
哩
、
延
州
女
山
、
契
丹
迭
刺
部
等
の
諸
例
を
綜
合
し
て
老
ふ
る
に
、
ツ
ン
グ
ー
ス

族
乃
至
そ
の
両
隣
部
族
の
興
起
は
鋤
の
入
手
、
．
特
に
瀧
洲
瀧
鐡
の
入
手
Ｅ
至
大
の
關
係
を
有
し
て
ゐ
た
さ
断
じ
て
差
支
へ

な
い
．
但
し
渤
海
以
前
に
於
け
る
彼
等
部
族
の
興
起
ご
鐡
ど
の
關
係
に
就
い
て
は
筆
者
の
未
だ
稔
討
せ
ざ
る
所
で
、
今
後

の
研
究
に
俟
た
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
以
上
渤
海
延
幽
の
大
喪
は
世
界
歴
史
大
系
錐
十
一
巻
に
擁
る
。
，

二
、
同
上
。

三
、
遼
史
華
太
池
紀
に
操
る
。
何
詳
細
は
別
に
柿
究
し
度
い
考
へ
で
あ
る
。

四
、
遼
史
捲
三
地
班
志
・
中
京
通
・
鰐
州
の
條
に
依
る
。

必
、
以
上
大
渤
海
滅
亡
後
の
湖
洲
の
怖
勢
、
僻
に
兀
惹
部
の
動
靜
に
就
い
て
は
雅
者
が
過
去
二
年
の
成
月
を
我
し
て
研
究
し
た
結
来
で

未
だ
學
界
に
袋
表
し
て
批
判
是
正
を
仰
い
で
は
勝
な
い
が
、
何
れ
機
を
見
て
公
表
す
る
考
へ
で
あ
る
。
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一
〈
も
瀧
鮮
史
研
究
誹
一
雌
所
收
、
池
内
博
士
「
蛾
利
考
」
に
蝶
る
。

七
℃
同
上
。

八
、
按
出
虎
水
完
顔
部
の
勃
興
、
十
帝
に
鮒
す
る
以
下
の
彼
述
は
特
記
な
き
限
り
℃
池
内
博
士
の
「
金
史
世
紀
の
研
究
」
（
同
上
所
收
）

九
、
此
の
鮎
を
指
摘
し
た
の
は
瀧
洲
史
の
椛
威
小
川
裕
人
氏
で
あ
る
。
漁
蒙
史
諭
推
葬
同
氏
「
生
女
填
勃
興
〈
過
程
に
開
す
る
一
考
察
」

参
照
、
本
衷
は
只
此
を
下
手
に
吸
析
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。

一
○
℃
渤
海
昨
代
の
州
或
は
縣
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
そ
の
大
祁
分
は
部
族
又
は
氏
族
的
築
剛
が
そ
の
疵
際
の
内
容
で
あ
っ
た
と
思
は

れ
る
。
從
っ
て
縣
を
以
て
一
般
に
慨
大
な
地
域
と
多
数
の
戸
口
を
擁
し
て
ゐ
た
腱
と
は
解
し
難
い
。
但
し
例
外
は
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

一
言
蛾
利
が
英
主
那
沙
の
死
と
共
に
愈
激
に
衰
退
し
た
の
は
、
鐡
利
の
勢
力
が
組
織
的
に
深
く
他
の
諸
祁
に
渡
透
し
て
ゐ
な
か
っ
た

鰯
で
あ
ら
う
。

、

に
採
っ
た
。
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